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秋田県ー山村児童のポリオ中和抗体の

推移について
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I はじめに

ボリオ生ワクチソの一斉投与が開始されて以来，我国

のボリオ患者の発生は急激に減少し，最近では年間僅か

に十数名を教えるにすぎない。こうしたことから，一般

には，ポリオは既に過去の疾患であるという考が方が支

配的となった故か，以前は高率であったボリオ生ワクチ

ンの服用率も次第に低下して，最近では70％以下という

状態になっている。

確かに野生ボリオウイルスの伝播は全く消失したかの

如くであり，時に分離されるポリオウイルスは殆んどす

ペて，ワクチン由来株であるとされている。従って，最

近出生した小児の保有するボリオ抗体はすべて生ワクチ

ソによる免疫であり，生ワクチンを服用しなかった湯合

は，ポリオの免疫を得られない時代になって来ている。

我々はこのように変貌して来たボリオに対する集団免

疫の推移を秋田県内一山村の児童を対象として調査して

みたので報告する。

保存した。

B 方法

ボリオウイルスに対する中和抗体価の測定は， I型

Mahoney株， I型MEF-I株， 1型Saukett株を抗原

とし，それぞれの100TCD50/0.l軍8に対する中和抗体

価を前回はHEp-2細胞で，又今回はアフリカミドリ猿

腎細胞 (GM細胞）のチュープ法で測定した。中和方法

は等量のウイルスと稀釈血清との反応は室温 1時間法で

行ない，その混合液よりO.lmeをGM細胞のチュープに

接種した。

集団の抗体保有率の算出のためには， 4倍稀釈血清で

スクリーニングを行ない，各ポリオウイルスのCPE陰

性の場合を抗体保有者と判定した。

また，昭和47年に昭和旦年の血清をも同時に測定し得

た24名については， 4倍段階稀釈血清についてGM細胞

を用いて50％中和抗体価を算出した。

I 調査地区の概要

我々が調査を行った秋田県東成瀬村大柳地区は，奥羽

線十文字駅より約30km東南の栗駒山麓に位置し，極めて

交通不便な地区である。昭和42年の第 1回調査（前回）

時の戸数は89戸，総人口463名で，その中，小中学生数

は139名であった。昭和47年の第2回目の調査（今回）

時には，小学生数が91名に減少している。当地区につい

て特筆すべきことは，風疹ウイルスの抗体調査によっ

て，本地区には風疹ウイルスが20年間も浸入していない

こと（須藤たち19681))が明らかとなっている。

l[ 材料及び方法

A 被検血清

昭和42年5月の前回の調査では，本地区の小中学生

139名中85名より血液を採取した。 また，昭和47年 7月

の今回の調査では，小中学生91名中89名より血液を採取

した。被検血清は検査時迄非慟化しないで，ー20°cに
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w 調査結果並びに考察

4倍スクリーニングでみた昭和42年及び47年の地区の

ポリオ中和抗体保有率は図 1及び2の如くである。即ち

図1 Polio中和抗体保有率（東成瀬村1967,5)
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昭和42年には，夏型に対する抗体保有率が， 10才以上で

低いことが注目される。一方昭和47年には，各型共，一

ー 49-



図2 東成瀬村大柳ヽト中学校生徒ポリオ中和抗
体保有率（1972)
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般に抗体保有率の低いことが注目される。しかし図に示

す如<, 3型共に低いのではなく，或る型は高くとも或

る型は逆に保有率が低いと云う如く極めて変動してい

る。

次に各年令群の昭和42年と昭和47年に於けるボリオ中

和抗体の保有率を比較してみると，図3の如く各年令群

共，昭和47年の保有率は一般に昭和42年のそれよりも低

図3 東成瀬村大柳小中学校生徒・ポリオ中和
抗体保有率の推移（1967—1972)
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<, 5年間に各型共，抗体価の低下があったことが知ら
れる。これを各型毎にみると， I型では昭和35~36年に

生れた生徒詳で低下が甚だしく他の年次に生れた群では

あまり低下がみられない。これに反して，昭和33~34年

の各年次に出生した群では， I型及び夏型抗体の保有率

が極めて低下しておりながら， I型はあまり低下してい

ない。このことから，各人の抗体価の低下も同じ傾向を

示すものと考えられたが，昭和42年，昭和47年の両年次

に採血し，且つ，昭和42年の血清が十分量保存されてい

たため，昭和位年に改めて中和抗体の同時測定をなし得

たもの24名の抗体価の推移をみた結果では，図4の如く

• I,直型の抗体価の低下がI型に比して高度であっ

た。即ち，図 4に示す如<,I,n,夏とも昭和42年に抗

図4 東成瀬村大柳小中学校生徒24名のポリオ
中和抗体価の推移（1967—1972)
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＿＿言賣[[体価が4倍未満の陰性で，昭和47年に4倍以上の陽性を
示したものは 1例もなく，又，陽性者でも更に上昇をみ

たものが 1例もなかったことから，この 5年間に新たな

感染は全く起っていないことが示された。

次に各型毎の抗体価の推移をみると， I型では抗体価

の下降巾は小さく，杉程度の下降であり，前回抗体陽性

で今回陰性となったものは 1名のみであった。即ち,24

名中，前回は21名 (87.5%)の陽性者であったが，今回

は20名 (83.8%)が陽性であったので， 3.7%の低下に

すぎない。処が， 1:m:型でみると，抗体価の低下巾は大

きく，特にn型でこの傾向が甚しく，抗体価が前回の片
以下に低下したものが24名中II名にみられ，且つ，前回

陽性で今回陰性化したものが 9名あった。従って n型
は，この24名についてみる限りでは， 79.2％の保有率が

41.7％と大巾に低下している。夏型も同様，大巾な低下

が認められ， 66.7％の前回保有率が45.8％に低下してい

るし，前回に比し抗体価の低下をみたものは， 24名中10

名であり，その中の 5名は，前回陽性であったものが，

今回陰性化したことが認められたのである。

東成瀕村における生ワク投与は昭和39年から実施され

ているが，その投与経過をみると．昭和39年は昭和36年

1月～昭和38年3月迄の出生者の94％に投与したのに対

して， 40年は全村で乳児17名に投与したにすぎず．又，

41年以降は投与も年 1回しか行なわれていない。従っ

て．昭和33~35年次出生の上述の中学 1~3年生は生ワ

ク投与をうけていないことになり，これのグルーブにお

ける保有中和抗体は主として野生株感染によるものと考

えられるが，昭和42年から47年の 5年間における中和抗

体保有率及び抗体価の減少の現象をどのように理解すべ

きであろうか。 1つの考え方として，生ワクウイルスの

2次感染の可能性があるにしても，野生株の消失に伴っ

て，プースクー抗原刺戟のないままに経過したため．と

も考えられるが．なお詳細な解析を行なってみなければ
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なるまい。

これに対して，生ワク投与をうけたと推定される昭和

36年次出生の小学校6年生の場合，第3図に示す如く，

中学 1~3年生グループとは異って， I型中和抗体保有

率の減少が特徴的であったが，これをもって直ちに生ワ

クのもつ抗体産生の持続性に疑問符を呈するわけにはい

かない。しかし，生ワクによる抗体産生の持続性につい

ては長期的に観察する必要があることは言をまたない。

ボリオに対する免疫獲得が生ワクによるしか殆んど期

待されなくなった現今，生ワク投与率が年々漸減の傾向

にあることは軽々視すべきでなく，改めてワクチン行政

のあり方を再吟味する時期にきているとも云えよう。

1) 生ワク投与をうけたと推定される昭和3磁F次出

生グループにおいては， I型中和抗体保有率の減少が観

察されたが， I型及び直型については殊んど減少しなか

った。

2) 生ワク投与をうけなかった昭和33~35年出生グ

ループにおいては，（1）とは逆に， I型及び夏型に対する

顕著な中和抗体保有率及び抗体価の減少が認められた。
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w まとめ

秋田県の一山村における昭和42~47年の 5年間におけ

るボリオ中和抗体保有の推移を調査した結果，

凶

令 0•.. • 

ー 51ー


